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使用した写真はご利用者様の承諾を得て掲載しています。

①

済生会貴船福祉ケアセンター

所 長 萩原 耕太郎

日頃より「済生会貴船福祉ケアセンター」に対して、ご利用者をはじめご家族、
地域の皆様等多くの方々に温かいご支援・ご協力を頂き、心よりお礼と感謝を申
し上げます。

 私が当施設の施設長に就任して２年が経過しました。皆様方と職員のおかげで
どうにか運営することができました。その間、新型コロナウイルス感染症の位置
づけの変更などにより、ボランティアの受け入れなどコロナ禍以前の日常を徐々
に取り戻してきたところであり、令和６年１２月以降は、面会時間や人数等の制
限はありますが、入居者様の居室において自由に面会できるよう改善したところ
です。今後とも、利用者様の安全安心を最優先としながら、関係の皆様の笑顔で
あふれる施設となりますよう全力で取り組んでまいります。

今後一層高齢化が進む中で、高齢者介護を取り巻く環境は厳しさを増すばかり
ですが、これからも、職員一同ご利用者様のため最善を尽くしてまいります。引
き続き、ご利用者様、ご家族様、地域の皆様のご理解とご支援を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。

最後になりますが、皆様のご健康とご活躍を心よりご祈念申し上げます。



②

おやつを食べながら懐かしの
昭和歌謡曲を唄ったりDVD鑑
賞したり楽しく過ごして頂き
ました。

特養  秋/敬老会



③

獅子舞い
カルタ
書初め

特養 クリスマス

☆Ｍerry Ｃhristmas☆

各フロアごとに
クリスマス会をして
楽しい時間を
過ごされました

今年も、各フロアでクリスマス
会を行いました。サンタさんの
帽子をかぶって記念写真を
撮ったり、プレゼントをもらって
ご満悦のご利用者様でした。



④

願いをこめてどんど焼き(ㅅ •͈ᴗ•͈祈

2025年 謹賀新年

無病息災・健康第一



⑤

貴船園

写真館
きふねえん

お正月を満喫



⑥

皆さん素敵な笑顔で楽しそう♬

★楽
しい

クリ
スマ

ス★

上手にチョコレートフォンデュ
できるかな(✿╹◡╹)？



いつも笑顔とユーモアな冗談で、フロ
ア内を明るくしてくれて、ありがとう
ございます。これからも変わらず、お
元気で楽しい毎日をお過ごし下さい。

４階 介護主任  村上 太

⑦

～映画のように綺麗な余韻で～

上本 鶴代  様
Q若いころのお話を聞かせて下さい。
筑豊の田川に生まれたんよ。下関に来てからはね、主人と雑貨屋をしよったの。唐戸

市場のちょっと手前のところでね。服とか、靴下とか、なんでも売りよったんよ。
唐戸やから、市役所に近いやろ。お店をやりよった時は、市役所に用事がある人がお

るやろ。小さい子を連れたお母さんが「市役所に行くあいだ、この子をみちょってもら
えんですか。」って言われてよくあずかりよったんよ。お店はいろんな人が来てくれて
楽しかったんよ。
主人も一緒にお店をしよったけど、お酒もタバコもやらんけど、コーヒーが好きで、

いつも近くの喫茶店にコーヒーを飲みに行きよったんよ。
たまに、お店のお休みをとって、二人で別府の温泉に行くのが楽しみやったよ。主人

は、賭け事もせんし、旅行に行ってもお酒も飲まん、真面目で優しい人やったよ。主人
が亡くなって、一人でお店をやるのは不安やからやめてしもうたけどね。

Q毎日、日記を書いていらっしゃいますが、昔からの習慣ですか？
そんなことないよ。親が「忘れんように残そうと思ったら書くしかないね。」って言

いよったんよ。やっぱり書くのはええね。記憶は忘れるからね。忘れんためには書くし
かないよ。あの時はああやった、こうやったって思い返せるやろ。娘や孫が来てくれた
ときも、こうやって思い出すことができるやろ。

Q毎日、日記を書いていらっしゃいますが、
昔からの習慣ですか？
そんなことないよ。親が「忘れんように残

そうと思ったら書くしかないね。」って言い
よったんよ。やっぱり書くのはいいね。記憶
は忘れるからね。忘れんためには書くしかな
いよ。あの時はああやった、こうやったって
思い返せるやろ。娘や孫が来てくれたとき
も、こうやって思い出すことができるやろ。

お話好きで、いつも新聞やニュースを見なが
ら、他の入居者の方や職員に時事の話題を届
けて下さる上本さん。テレビで流れる桜前線
のニュースを見ながら「みんなで花見に行
こー。バッチグー！」とおちゃめな笑顔で
グーポーズ！これからも元気で楽しい時間を
お過ごしください。

今回のセピア色の風景は、特養４階に新しくご入居された上本鶴代様を紹介させていただき
ます。
Q若いころのお話を聞かせて下さい。
私ね、筑豊の田川に生まれたんよ。下関に来てからはね、主人と雑貨屋をしよったの。唐戸
市場のちょっと手前のところでね。服とか、靴下とか、ボタンとか針とか、なんでも売り
よったんよ。唐戸やから、市役所に近いやろ。お店をやりよった時は、市役所に用事がある
人がおるやろ。小さい子を連れたお母さんが「市役所に行くあいだ、この子を預かってもら
えませんか。」って言われてよくあずかりよったんよ。時代やね。今はそんなことできんね。
お店はいろんな人が来てくれて楽しかったよ。主人も一緒にお店をしよったけど、お酒もタ
バコもやらんけど、コーヒーが好きで、いつも近くの喫茶店にコーヒーを飲みに行きよった
んよ。私がいっつも店番をしよった。たまに、お店のお休みをとって、二人で別府の温泉に
行くのが楽しみやったよ。主人は、賭け事もせんし、旅行に行ってもお酒も飲まん、真面目
で優しい人やったよ。主人が亡くなって、一人でお店をやるのは不安だからやめてしまった
けどね。

セピア色の風景



⑧

集編 後 記

面会の緩和について

①予約
②回数制限
③１回の面会時間
④面会時間

⑤面会場所
⑥お願い

⇒ 不要
⇒ なし
⇒ １時間
⇒ １０：００～１１：００

１４：００～１６：００
⇒ 居室内
⇒ ・人数は５名までとなります。

 ・ご来園時にはマスク着用と
 検温をお願いします。

ご利用者様、
ご家族様の笑顔が
印象的な面会でした。

面会制限の緩和によって、当園の雰囲気も以前の
活気を取り戻しつつあり、ご利用者様、ご家族様の
喜んでいる姿が職員のモチベーション向上になって
います。

これまで以上に、サービスやアクテビティ等に力
を入れ、元気で楽し気な様子を発信したいと、広報
委員一同考えております。
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